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死 ・ 葬 制 4100

山  下  晋  司*

1.文 化要素の地理的分布

2.葬 法

3.他 界観

1.文 化要素 の地理的分布

 死 ・葬制に関する15の文化要素の分布状況は表1に 整理することができる。この表

では,該 当する民族件数を東南アジア(マ ダガスカル,ア ンダマン ・ニコバル,中 国

南部をもふ くむ)と オセアニアにわけて示 したが,こ のことから死 ・葬制に関する文

化要素の地理的分布状況をつぎの三つのタイプに分類することができよう。

 (1)東 南アジァ ・オセアニア両地域にまたがつて分布する文化要素:単 純土葬,

表1 死・葬制に関する文化要素の分布状況

文 化 要 素(項 目番号) 1民 族件 数 陣 南アジア 1オ セアニア
1.単 純 土 葬 (4101) 169 103 66

2.火 葬 (4102) 34 29 5

3.複 葬 (4103) 54 28 26

生 樹 上 葬 (4104) 22 ll ll

5.舟 (水) 葬 (4105) 14 5 9

6,ミ イ ラ (4106) 16 6 10

7,頭 骨 保 存 (4107) 43 10 33

8.食 屍 (4108) 11 7 4

9.哀 悼 傷 身 (4109) 24 3 21

10.甕i 棺 (4110) 12 ll 1

ll.霊 魂 転 生 (4111) 40 32 8

12.海 上 他 界 (4112) 25 10 15

13.山 上 他 界 (1413) 29 24 5

1生 天 上 他 界 (4114) 58 39 19

15.地 下 他 界 (4115) 41 28 13

*東 京大学教養学部
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複葬,樹 上葬,食 屍,天 上他 界,地 下 他界。

 (2)東 南 アジアに 主 と して 分布す る文化要素=火 葬,甕 棺,霊 魂転生,山 上他

界。

 (3)オ セ アニアに主 として分布す る文化要 素:舟(水)葬,ミ イラ,頭 骨保 存,

哀 悼傷身,海 上他界。

 この うち火葬,甕 棺,霊 魂転生,山 上他界 はことに東南ア ジアに,哀 悼傷 身,頭 骨

保存 はことにオセアニアに濃密に分布 してい る。 さらに,哀 悼傷身の分布 の中心 はポ

リネ シアであ り(オ セアニア21例 中11例),頭 骨 保存の それは ニ ューギニア とメ ラネ

シァで ある(オ セアニア33例 中ニ ューギニア13例,メ ラネシア12例,計25例)こ とを

付言 してお こう。

 断 わって おかなければな らないが,こ の類型設 定は きわめて印象的かつ暫 定的な も

ので ある。 とい うの も,東 南 アジアか らの民族 入力数 とオセアニァか らのそれが異 な

つているので,単 純 に実数の大小を もって分布の偏 りを判断で きず,厳 密にいえば,

な ん らかの統計上の処理 を必要 とす ると思 われ るか らであ る。

 さ て,こ う した概括 的な分布状況をおさえた うえで,以 下に葬制の実践的側面 であ

る葬法 に関す るもの と観念的側面である他界観に関す るものにわけてい くつかの問題

点 を検討 してみよ う。

2.葬 法

 葬 法 について,試 みに分布頻度の高 いものか らな らべてみると,単 純土葬169例,

複葬54例,頭 骨保存43例,火 葬34例,哀 悼傷身24例,樹 上葬22例,ミ イ ラ16例,舟

(水)i葬14例,甕 棺12例,食 屍11例 と なる。

 この うち単純土葬 はコンピュータに入力 され た237の 民族集団 中169民 族 に おいて認

め られる。 この数字 は174民 族 に分布す るブタ飼 育(1321)に つ ぐものであ る。 した

が って,単 純土葬 は東南 アジァ ・オセアニアにおいて もっともひろ く共有 された文化

要 素の一 つであるといえ る。

 東 南ア ジァ ・オセアニアの葬法に きわ めて特徴的なのは,複 葬の広範 囲にわた る分

布 である。入力 データで は,そ れはマダガスカルか らオース トラ リアにいた る ミクロ

ネシァをのぞ くすべての地域に54民 族 において分布 している。 ミクロネ シァが欠 けて

いる理由は筆者 にはわか らないが,葬 制か らみ ると,ミ クロネシアは舟(水)葬 が濃

密に分布 している点 でも特徴 的であ る。すでにのべた ように,舟(水)葬 はオセアニ
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ア にお もに分布す るのであ るが,オ セアニア9例 の うち5例 が ミクロネ シアに集中 し

てい る。

 オ セアニァを 中心 と した地域 の複葬については,頭 骨保存 との関連が指摘 されてい

る[た とえば棚瀬 1967:245-248,655-659]。 そ こで両者 を クロスさせてみると,

20民 族 において重なる。 しか もそのうち17例 はメ ラネ シアとニ ューギニアを中心と し

たオセァニアの民族 である。

 と ころで,一 つの民族集 団は一つの葬法 を もつとい うより,多 くの場合,複 数の葬

法を同時 にもっている。単純土葬,火 葬,樹 上葬,舟(水)葬,ミ イ ラ,食 屍の六つ

の死体処理法についてみて みると,火 葬以外 の五つの葬法を同時に もつケース として

New Caledoniaが,樹 上葬 と食 屍をのぞ く四つを同時に もつケースとしてBurmese

が入 力されてい る。また,三 つの葬法を同時に もつ民族 は25例(表2),二 つ の葬法を

同時に もつのは102例(表3)ほ ど知 られ る。

 一 つの民族に複数 の葬法 が存在す る理由 として,つ ぎの ことが考え られ る。第1に,

文 化史 的ににみて別 の葬法 が新 しい文化要素 として混入 した とい うこと,第2に,同

じ文化 システ ムのなかで異 なった葬法に異 な った意味があたえ られているとい うこと

である。

 複 数葬法の うちもっとも頻繁に現われるの は,単 純 土葬 と火葬の組 み合わせで,26

表2 三つの葬法を同時にもつ民族

単 純土葬

火   葬

樹 上 葬

舟(水)葬

ミ イ ラ

食   屍

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○           ○

○    ○ ○ ○       ○ ○ ○

 ○   ○     ○ ○   ○ ○ ○   ○

   ○   ○   ○   ○ ○ ○   ○ ○

        ○  ○ ○    ○ ○ ○

計25例1・322423・2・ ・ …

表3 二つの葬法を同時にもつ民族

単 純土葬

火   葬

樹 上 葬

舟(水)葬

ミ イ ラ

食   屍

○ ○ ○ ○ ○

○        ○ ○ ○

 ○      ○    ○ ○ ○

   ○      ○  ○

○

○

○ ○

○

○ ○

○   ○

 ○ ○

計 ・・2例126・8・2・49・333424・2
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例ほどある。このうちHawaiiとTasmanianを 除 く24例は東南アジァからのもので,

この場合は,一 般に土葬を主とする基層文化のうえにインドからの火葬文化が入 った

結果だと考えられよう。 しか し,火 葬が導入されたとき,土 葬と火葬はだんに文化史

的な重層の問題というよりは,当 該社会においてそれぞれの葬法の意味にかかわる問

題として現われるという点が重要である。たとえば,大 林[1977:48]が 指摘 してい

るように,Karenで は若者は土葬されるが,尊 敬されるべき老人は火葬されるとい

う事実,あ るいは一般に火葬分布の周辺部では,首 長,祭 司,シ ャーマンのような特

権をもった人物だけが火葬されるという事実は,土 葬/火 葬の対立が葬り方の技法と

いうより死者の社会的地位にふかわる問題として現われるということを示 している。

ここでは立ち入る余裕はないが,さ まざまな組み合わせの複数葬法のイーミックな意

味について分析すれば,興 味深い結果が得られるはずである。

3.他 界 観

 他 界 観について も,分 布頻度の高い ものか らな らべてみ ると,天 上他界58例,地 下

他界41例,霊 魂転生40例,山 上他界29例,海 上他界25例 となる。

 この うち海上他界 は,東 南アジア大 陸部か らは現われず,東 南ア ジァ島嗅部か らが

10例,残 りの15例 は オセアニァか らの ものである。それゆえ,海 上他界 は島喚地域 に

偏 って分布す る他界観だといえる。 さらにこの他界観はやは りオセアニア(と くに ミ

クロネ シア)に 濃密 に分布す る舟(水)葬 との関連性 が指摘 されて いる[大 林 1977:

198]。 しか し,入 力データにおいては,両 者 がクロスす るのは2例 にす ぎず,明 確 な

相 関性 は認 められない。

 これにたい して,山 上他界 は焼畑耕作 との関連 が注 目されてい る[大 林 前 掲書:

155・-156]。 それゆえ,両 者 の重な りをみてみると,山 上他界 を もつ民族29例 中22例

は焼畑耕作を行な ってい ることがわかる。 また,大 林が と くに注 目 したオカボ栽培 と

の関連 は29例 中19例 とな っている。 この数字だけみると,か な り強い相 関性を示 し,

大 林の仮説を指示 してい るようにみえる。 しか し,生 業 と他界観の相関性 を検討す る

ために表4を 作成 してみ ると,山 上他界 は焼畑耕作 と相関性が高い とは必 ず しも単純

にはいえ ない ことがわか る。すなわち,表4に よ ると,山 上他界を もつ民族29例 の う

ち20例 は,水 稲耕作を も行な っている。 また,山 上他界が もっとも多 く現われ るのは

サツマ イモを栽培す る民族に おいてであ って,そ の数は24例 にのぼ つている。他 方,

焼 畑耕作の側か らみると,焼 畑耕作 を行 なう150民 族 に おいて もっとも頻繁 に現われ
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表4生 業 と 他 界 観

1海上他界1山 上他界1天 上他界i地 下他界

採 集 ・狩 猟 民 (1113) 3 3 5 2

タ ロ イ モ 栽 培(1301) 21 23 36 27

ヤ ム イ モ 栽 培 (1303) 17 19 22 19

サ ツマ イモ 栽培(1304) 16 24 33 21

オ カ ボ 栽 培 (1307) 6 19 30 22

雑 穀 栽 培(1309) 9 20 35 26

水 稲 栽 培(1310) 4 20 29 18

階 段 状 耕 地(1311) 8 12 17 8

焼 畑 耕 作(1312) 16 22 30 23

る他界観は,天 上他界の30例,つ いで地下他界の23例,そ して山上他界の22例 とつづ

いている。

 地下他界については,大 林はオセアニアのイモ栽培との関連を示唆 した[大 林 前

掲書:211]。 表4に よると,イ モ栽培のなかでもタロイモ栽培を行なう民族が地下他

界ともっとも高い相関を示 しており,地 下他界をもつ民族41例 のうち27例 はタロイモ

栽培を行なっている。しかし,こ こでもさきほどと同じ問題を指摘で きる。すなわち,

地下他界をもつ民族41例 中26例 は雑穀栽培を行ない,22例 はオカボ栽培を行なってい

るのである。 これ らの数字はサッマイモ栽培の21例,ヤ ムイモ栽培の19例 より多いわ

けで,入 力データからはイモ栽培と地下他界 との明確な相関をとりだすことができな

いように思われる。

 このようにみて くると,生 業と他界観についてなんらかの有意味な相関関係を入力

データからとりだすことができるのかどうか,現 在の筆者は断定することがで きない。

おそらくしかるべき統計学的な処理を施したうえで,仮 説を検討する必要があろう。

 葬法と同様,多 くの民族は同時に複数の他界観をもつ。海上他界,山 上他界,天 上

他界,地 下他界という四つのタイプの他界観すべてを同時にもつケースはないが,三

つの他界観を同時にもつ場合が10例(表5),二 つの他界観を同時にもつ場合が55例

(表6)ほ どある。

表5 三 つの他界観を同時にもつ民族

海上他界

山上他界

天上他界

地下他界

○ ○

○   ○

○ ○ ○

 ○ ○

計 ・咽 4 4 2

表6 二つの他界観を同時にもつ民族
一

海上他界

山上他界

天上他界

地下他界

○ ○ ○

○    ○ ○

 ○   ○   ○

  ○   ○ ○
一

計 55例 6 9 4 11 3 22
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 こうした複数他界のうち頻度の高い組み合わせの上位三つは,第1に 天上他界 と地

下他界の組み合わせで22例,第2に 天上他界と山上他界の組み合わせで11例,第3に

天上他界と海上他界の組み合わせで9例 ほどある。すなわち,天 上他界は先述のよう

に58民族において現われるが,そ の うち42民族は同時に他の他界観をももっているの

である。

 このような複数の他界観を同時にもつ場合も,複数葬法の場合と同様,文 化史的な重

層や異なった他界に異なった意味が付与されるということが考えられる。たとえば,

天上他界と地下他界の組み合わせは,す でにみたように東南アジァ ・オセァニァにお

いてもきわめてよくみ られるが,棚 瀬はポ リネシアにおける天上他界と地下他界の対

立をとりあげながら,つ ぎのように論 じている。すなわち,オ セアニアにおいては,

この世の連続,あ るいはよりよいところとしての地下という観念が地下他界の原型だ

と考えられるが,ポ リネシアでは宇宙生成論 と結合 しながら,天/地 下に光明/暗 黒

といった 対立が加わり,さ らに善/悪 といった倫理的対立が加味されていった,と

[棚瀬 1967:823]。 このような他界観の意味の変容や進化を入力データから検証す

ることができればきわめて興味深い。 しか し,そ れはここでの報告の範囲を超えてい

る。
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